
燃
料
電
池
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
東
日
本
大
震
災
後
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
停
止
を
国
内
各
地
で
経
験
し
た
国
民
は
、
あ
ら
た
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
と
大
切
さ
を
思

い
知
っ
た
。
計
画
停
電
と
い
う
不
自
由
を
味
わ
っ
た
東
京
電
力
管
内
で
は
、
自
宅
で
お
湯
と
電
気
を
つ
く
り
だ
す
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
」
の
販
売
が
各
メ
ー
カ
ー
の
販
売
計
画
を
前
倒
し
す
る
な
ど
好
調
だ
。
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
水
素
」
。
燃
料

電
池
や
燃
料
電
池
車
、
燃
料
電
池
採
用
住
宅
な
ど
が
次
々
と
登
場
し
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
が
い
よ
い
よ
本
格
到
来
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

東
京
ガ
ス
が
正
興
電
機
製

作
所
と
共
同
開
発
し
た
家

庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
」
用
の
停
電
対
応

シ
ス
テ
ム

水素エネ社会いよいよ到来

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

Ｆ
Ｃ
Ｖ
・
Ｆ
Ｃ
バ
ス

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

停電対応装置も商品化深夜に蓄電、継続運転

住宅各社が続々 投入自立型の家づくりに照準 一
般
普
及
目
指
し
実
証
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ギ
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ２月２９日 水曜日 　　

　

太
陽
電
池
・
燃
料
電
池
・
鉛

蓄
電
池
の
連
動
に
よ
る
自
立

型
環
境
配
慮
型
住
宅
「
グ
リ

ー
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド

積
水
ハ
ウ
ス
提
供

　
技
術
は
日
進
月
歩
し
、
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
も
進
歩
す
る
。

東
日
本
大
震
災
後
、
停
電
時

に
も
使
え
る
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

の
要
望
が
増
え
た
。
東
京
ガ

ス
で
は
震
災
が
起
き
る
３
年

も
前
か
ら
停
電
対
応
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
着
手
し
て
お

り
、
２
月
１
日
か
ら
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
向
け
停
電
対
応
装
置

を
商
品
化
、
発
売
し
て
い

る
。

　
同
装
置
は
東
京
ガ
ス
と
正

興
電
機
製
作
所
が
共
同
開
発

し
た
鉛
蓄
電
池
で
、
総
容
量

が
６
・
６

時
。
「
分
電

盤
よ
り
も
上
流
で
蓄
電
池
を

結
ん
で
い
る
の
で
系
統
電
力

が
停
電
後
、
自
動
的
に
切
り

替
わ
り
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
が
そ

の
ま
ま
継
続
運
転
で
き
る
の

が
特
徴
」
と
大
塚
勝
臣
東
京

ガ
ス
燃
料
電
池
事
業
推
進
部

燃
料
電
池
技
術
グ
ル
ー
プ
主

幹
。
深
夜
に
蓄
電
し
、
昼
間

に
蓄
え
た
電
気
を
使
用
す
る

の
で
電
力
会
社
の
ピ
ー
ク
シ

フ
ト
に
も
寄
与
す
る
。

　
機
器
本
体
サ
イ
ズ
は
奥
行

き

と
コ
ン
パ
ク
ト
。

手
狭
な
土
地
で
も
設
置
が
容

易
だ
。
設
置
工
事
費
別
で
１

６
８
万
円
と
高
価
だ
が
「
電

気
は

時
間
使
う
も
の
。
車

よ
り
家
族
の
生
活
の
質
に
重

点
を
置
く
ご
家
庭
も
あ
る
」

と
須
田
美
雪
東
京
ガ
ス
燃
料

電
池
事
業
推
進
部
燃
料
電
池

企
画
グ
ル
ー
プ
主
幹
は
言

う
。
も
し
も
の
停
電
時
に
備

え
た
い
富
裕
層
や
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
設
置
済
み
住
宅
向
け

に
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
つ
と

し
て
販
売
し
て
い
る
。

　

　

東
京
空
港
交
通

が
実
証
運
行
中

の
Ｆ
Ｃ
バ
ス

Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

提
供

　
水
素
供
給
・
利
用
技
術
研

究
組
合

Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

は
、
２
０
１
５
年
の
燃
料
電

池
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ
、
Ｆ
Ｃ
バ

ス

の
一
般
ユ
ー
ザ
ー
へ
の

普
及
開
始
を
目
指
し
、
実
証

事
業
を
進
め
て
い
る
。

年

か
ら

年
ま
で
の
期
間
で
、

技
術
的
、
社
会
的
な
視
点
か

ら
Ｆ
Ｃ
Ｖ
と
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
効
用
を
検
証
中
だ
。

東
京
や
横
浜
、
千
葉
、
愛
知

県
な
ど
全
国

カ
所
で
実
証

の
た
め
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
運
用
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

と
共
同
研
究

の
形
で
、
実
際
に
利
用
客
を

乗
せ
て
Ｆ
Ｃ
バ

ス
や
Ｆ
Ｃ
ハ
イ

ヤ
ー
を
走
ら
せ

て
い
る
。

　
Ｆ
Ｃ
バ
ス
の

定
期
便
は
、
東

京
空
港
交
通

東
京
都
中
央

区

が
羽
田
空

港
―
新
宿
駅

間
、
羽
田
空
港

―
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｔ

東
京
シ
テ
ィ

エ
ア
タ
ー
ミ
ナ

ル
日
本
橋
箱

崎

間
で
実
証

運
行
を
実
施
中

だ
。
Ｆ
Ｃ
ハ
イ

ヤ
ー
は
成
田
空

港
を
拠
点
に
松

崎
交
通

千
葉
県
成
田
市

が
全
日
本
空
輸
の
「
お
帰
り

ハ
イ
ヤ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど

と
し
て
欧
米
路
線
の
ビ
ジ
ネ

ス
客
向
け
に
実
施
。
ま
た
、

羽
田
空
港
を
拠
点
に
イ
ー
ス

タ
ン
エ
ア
ポ
ー
ト
モ
ー
タ
ー

ス

東
京
都
大
田
区

が
タ

ク
シ
ー
と
し
て
運
行
中
だ
。

Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
騒
音
が
し
な
い
。

「
走
行
時
の
車
内
は
静
か
で

快
適
」
と
、
利
用
客
に
は
好

評
の
よ
う
だ
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
に
は
燃
料

を
充
填
す
る
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。

年
１
月
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
事
業
者
側
は
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
を
含
む
民
間

社
共

同
声
明
の
形
で
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
量

産
販
売
に
先
駆
け
、

年
に

は
４
大
都
市
圏
を
中
心
に
１

０
０
カ
所
程
度
の
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
整
備
す
る
計
画

を
早
々
に
打
ち
出
し
て
い

る
。

　
た
だ
、
供
給
す
る
水
素
自

体
を
ど
う
す
る
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
国
内
に

カ
所

あ
る
製
油
所
に
は
脱
硫
装
置

と
し
て
使
う
水
素
の
製
造
設

備
が
あ
る
。
そ
こ
で
水
素
を

フ
ル
生
産
す
れ
ば
年
間
５
０

０
万
台
分
を
走
ら
せ
る
ぐ
ら

い
の
能
力
は
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
都
市
ガ
ス
な
ど
か
ら
水

素
を
製
造
で
き
る
。
ソ
ー
ダ

メ
ー
カ
ー
、
石
油
化
学
工

場
、
製
鉄
所
な
ど
で
発
生
す

る
副
生
水
素
も
活
用
が
可

能
」

町
田
智
英
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ

Ｔ
企
画
部
長

な
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
心
配
し
な
く
て
も
よ

さ
そ
う
だ
。

　
現
在
、
Ｆ
Ｃ
バ
ス
や
Ｆ
Ｃ

ハ
イ
ヤ
ー
を
実
証
運
行
す
る

こ
と
で
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

機
器
類
の
実
使
用
下
で
の
動

作
を
確
認
し
つ
つ
「
水
素
充

填
の
手
順
や
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

も
含
め
た
国
際
標
準
づ
く
り

に
関
係
者
と
と
も
に
着
手

し
、
情
報
収
集
を
進
め
て
い

る
」

町
田
企
画
部
長

と

言
う
。

　
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
で
は

年
末

に
経
済
産
業
省
が
公
表
し
た

「
２
０
１
５
年
の
燃
料
電
池

自
動
車
・
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
開
始
に
向
け
た
法

規
制
再
点
検
に
係
る
工
程

表
」
に
基
づ
い
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
の
委
託
事
業
で
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
関
係
す
る
規
制

の
再
点
検
作
業
を
実
施
し
、

快
適
な
水
素
社
会
を
迎
え
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
住
宅
メ
ー
カ
ー
各
社
も
環

境
負
荷
の
少
な
い
、
効
率
の

良
い
住
ま
い
を
続
々
と
投
入

し
て
い
る
。

　
積
水
ハ
ウ
ス
は

年
８
月

に
太
陽
光
発
電
、
燃
料
電

池
、
鉛
蓄
電
池

容
量
８
・

時

を
備
え
た
自
立

型
環
境
配
慮
型
住
宅
「
グ
リ

ー
ン
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
」
の
販
売
を
始
め
た
。

年
１
月
時
点
で
１
０
０
棟

以
上
を
販
売
済
み
だ
。
鉛
蓄

電
池
だ
け
で
冷
蔵
庫
２
０
０

、
テ
レ
ビ
１
５
０

、
照

明
１
０
０

が
約

時
間
使

用
で
き
る
。
東
京
都
内
で
の

販
売
が
好
調
と
い
う
。
「
非

常
時
に
一
晩
ぐ
ら
い
な
ら
余

裕
で
家
庭
内
の
電
気
を
ま
か

な
え
る
。
太
陽
光
発
電
、
燃

料
電
池
、
鉛
蓄
電
池
を
組
み

込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
可

能
と
な
っ
た
」
と
石
田
建
一

積
水
ハ
ウ
ス
環
境
推
進
部
長

兼
温
暖
化
防
止
研
究
所
長
は

胸
を
張
る
。
積
水
ハ
ウ
ス
で

は

年
秋
ご
ろ
に
は
、
停
電

時
で
も
電
気
自
動
車
Ｅ
Ｖ

か
ら
受
電
し
、
家
庭
用
に
電

気
を
ま
か
な
え
る
シ
ス
テ
ム

を
持
つ
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の

発
売
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は
、
家

庭
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

池
と
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
第
一
弾
「
ス
マ
・

エ
コ
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
を

年

月
に
発
売
。
顧
客
の
要
望

が
あ
れ
ば
燃
料
電
池
や
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
「
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
」
も
接
続
で
き
る
。

業
界
初
の
家
庭
用
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
制
御
す
る

「
Ｄ
―
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
を
搭
載

し
、
電
力
を
ど
の
時
間
帯
に

充
電
・
放
電
す
る
か
を
経
済

メ
リ
ッ
ト
が
出
る
よ
う
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
。
ホ
ー
ム
サ

ー
バ
に
は
メ
ー
カ
ー
が
異
な

る
家
電
製
品
や
設
備
機
器
も

共
通
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
住
宅
Ａ

Ｐ
Ｉ
」
を
搭
載
。
ア
ッ
プ
ル

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
「
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ

ア
イ
パ
ッ
ド

２
」

を
採
用
し
、
家
の
中
で
い
つ

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
状
況

を
確
認
で
き
る
。
「
画
面
モ

ニ
タ
ー
の
背
景
も
い
ろ
い
ろ

と
新
し
い
も
の
に
変
え
ら
れ

る
」

吉
田
博
之
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
総
合
技
術
研
究
所
地

球
温
暖
化
防
止
研
究
グ
ル
ー

プ
主
任
研
究
員

な
ど
、
ユ

ー
ザ
ー
を
飽
き
さ
せ
な
い
工

夫
を
凝
ら
す
。

　
積
水
化
学
工
業
住
宅
カ
ン

パ
ニ
ー
の
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム

は
、

年
度
中
に
も
蓄
電
池

付
き
商
品
を
全
棟
標
準
で
販

売
す
る
計
画
。
現
段
階
で

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
の
蓄
電
池
と

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
大
容
量
太
陽
電

池
の
三
点
セ
ッ
ト
に
し
た
一

戸
建
て
住
宅
を
販
売
す
る
予

定
だ
。
同
社
は
オ
ー
ル
電
化

を
求
め
る
顧
客
が
９
割
を
超

え
る
。
こ
の
た
め
住
み
始
め

た
後
に
、
ガ
ス
を
必
要
だ
と

感
じ
た
住
人
が
燃
料
電
池
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
か
ら

年
後
、
一
戸
建

て
住
宅
は
こ
の
三
点
セ
ッ
ト

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
、と
い
う
時
代
に
向
け
、お

客
さ
ま
の
声
に
応
え
ら
れ
る

家
を
つ
く
っ
て
い
く

セ
キ

ス
イ
ハ
イ
ム
住
宅
事
業
部
。

今
や
同
社
の
建
て
た
一
戸
建

て
住
宅
の
８
割
に
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
済
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
付

加
価
値
を
高
め
た
自
立
型
住

宅
の
販
売
に
注
力
す
る
。
限

り
あ
る
電
力
量
し
か
使
え
な

く
な
っ
た
場
合
で
も
、
自
立

型
住
宅
と
し
て
機
能
す
る
家

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。


